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ノート
国際電気通信連合（ITU:International Telecommunication Union）において2000年頃の商用導入を目指した将来の公衆陸上移動通信システム（FPLMTS:Future Public Land Mobile Telecommunication Systems）の標準化が推進されています．本稿ではITUのFPLMTSに関する活動状況について解説します．
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